
平成 1８年度 

市政世論調査結果報告書 

 概要版  

はじめに 

当市の市政世論調査は昭和 45 年に実施して以来、今回で 37 回目となります。 

市政世論調査は市民各層の行政ニーズを的確にとらえ、行政施策に反映させていくた

めに継続して実施しているものです。 

今回は「暮らしや居住意向について」、「男女の役割や共同参画について」、「越谷市健

康づくり行動計画『いきいき越谷２１』について」、「身近でできる地球温暖化対策につ

いて」、「住宅用火災警報器について」、「生涯学習について」、「スポーツの実施について」、

「市の施策について」の各テーマにおいて、市民意識の把握に努めました。 

今回の調査で、すべてのニーズや問題点が解明されたわけではありませんが、調査の

結果を今後の市政運営の参考資料として活用しながら、市民の期待に応えられるまちづ

くりや、行政サービスを推進していきたいと考えています。 

ご多忙にもかかわらず、市政世論調査にご協力をいただきました市民の皆様に心より

お礼申し上げます。 

平成 18 年 12 月 

越谷市長 板川 文夫 

調査の概要 

◆調査地域  越谷市内全域 

◆調査対象  市内在住の 20 歳以上の男女 

◆対象者数  5,000 人 

◆抽出方法  住民基本台帳より無作為抽出 

◆調査方法  郵送発送・郵送回収法 

◆調査期間  平成 18 年６月 20 日～平成 18 年７月４日 

◆回収結果  回収票数 1,845（36.88％）  

 有効票数 1,844（36.88％） 

◆本調査報告書（概要版）の見方について 

○ 調査結果の比率は、その回答者数を基数として、小数第２位を四捨五入して算出してい

る。四捨五入の関係で、合計が100％にならない場合がある。 

○ 複数回答形式の場合、回答比率の合計は通常100％を超える。 

○ 図表中の「n」とは、その設問への回答者数を表す。 

○ 選択肢の語句が長い場合、本文や表・グラフ中では省略した表現を用いている。
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◇暮らしや居住意向について◇ 

●現在の暮らし向き 

  満足している人が少しずつ増加 

 現在の暮らし向きについて満足している人の割合は、平成16年度70.7％、平成17年度72.8％、

今回調査では 73.3％と、やや増加傾向にあります。 

問8 あなたは、現在の暮し向きについて、どのように思っていますか。         単位：％ 

 

 

 

 

 

 

※（ ）内の数字は、有効票数です。 

 

●今後の居住意向 

住み続けたい人が約３分の２ 

 「ずっと住み続けたい」は、前回結果よりも増えており、「どちらかといえば住み続けたい」と合わ

せた『住み続けたい』人は、16 年度以降やや増加傾向にあります。 

  問９ あなたは今後も、現在のところに住み続けたいと思いますか。           単位：％               

 

 

 

 

 

 

※（ ）内の数字は、有効票数です。 

 

7.5

8.1

8.9

63.2

64.7

64.4

19.9

16.9

18.5

5.7

5.7

4.3

2.4

2.9

2.1

1.4

1.7

1.6平成16年度(2101)

平成17年度(1867)

平成18年度(1844)

n：％

無回答十分とはい

えないが、

一応満足し
ている

十分満足し

ている

まだまだ不

満だ

極めて不満

だ

わからない

29.2

26.4

28.4

36.8

39.4

36.4

16.2

16.5

17.4

7.7

8.1

7.4

9.1

8.4

9.1

1.1

1.2

1.3

n：％

平成18年度(1844)

平成17年度(1867)

平成16年度(2101)

無回答どちらかと

いえば住み
続けたい

ずっと住み

続けたい

どちらかと

いえば引っ
越したい

引っ越し

たい

わからない
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49.8

41.4

38.3

29.0

28.8

代替要員の確保など、育児休業・介護休業

制度を利用できる職場環境をつくること

女性が働くことに対し、家族や

周囲の理解と協力があること

地域の保育施設や保育時間の延長

など保育内容を充実すること

育児や介護のために退職した職員をもとの

会社で再雇用する制度を導入すること

育児休業・介護休業中の賃金その

他の経済的給与を充実すること

◇男女の役割や共同参画について◇ 
● 男女の役割や共同参画について 

「ドメスティック・バイオレンス」「セクシュアル・ハラスメント」は良く知られている 

「ドメスティック・バイオレンス」「セクシュアル・ハラスメント」の認知度が高い一方、その他の項

目は「知らない」が５割以上となっています。 

 問10 あなたは、次に掲げる「ことば」や「ことがら」を知っていますか。          単位：％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

●男女がともに仕事と家庭を両立するための条件 

育児休業・介護休業制度を利用できる職場環境が約５割 

「育児休業・介護休業制度を利用できる職場環境」が 49.8％、「理解と協力」が 41.4％、「保育

内容の充実」が 38.3％などとなっています。 

 問 13 一般的に、男女が共に仕事と家庭の両立をしていくためには、どのような条件が必要だと思いますか。     

単位：％（上位５まで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｎ=1844 

5.8

8.1

5.8

65.7

75.2

30.9

34.2

24.5

17.2

15.4

10.5

58.5

53.0

64.3

72.2

14.6

10.5

7.4

内容を知っている

3.1

聞いたことはあるが

内容は知らない
知らない 無回答

4.3

3.8

4.7

4.8

5.4

ア 男女共同参画推進条例

イ 支援センター　　　　

　　　　｢ほっと越谷｣

ウ「ほっと越谷」　　　 

　　　　女性相談窓口

エ 男女共同参画　　　　

　　　　苦情処理委員

オ ドメスティック・　　

　　　　　バイオレンス　

カ セクシュアル・　　　

　　　　　ハラスメント　

単位：％ｎ=1844 
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●少子化の理由 

教育費がかかる、経済的余裕がない、仕事・子育ての両立困難が６割台 

「子どもの教育にお金がかかるから」「経済的に余裕がないから」という『経済的理由』、「仕事

をしながら子育てをするのが困難だから」という『仕事との両立の困難』がそれぞれ６割台と非常

に多くなっています。 

 問 14 最近、子どもの生まれる数が少なくなっていますが、あなたはどのような理由からだと思いますか。     

単位：％（上位６まで） 

 

 

 

 

 

◇「いきいき越谷２１」について◇                

●「いきいき越谷２１」の認知度 

知らない人が 78.6％ 

知っている人が 16.6％、しらない人が 78.6％となっており、20～30 歳代で知っている人が１割

未満と特に少なくなっています。 

問16 あなたは、越谷市健康づくり行動計画「いきいき越谷２１」を知っていますか。 
                                単位：％ 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

31.2

35.8

37.0

61.1

61.9

65.9子どもの教育にお金がかかるから

経済的に余裕がないから

仕事をしながら子育てをするのが困難だから

結婚年齢があがっているから

育児の心理的、肉体的負担がかかるから

結婚する人が少ないから

ｎ=1844

16.6

7.5

9.6

17.3

17.5

21.4

20.1

78.6

91.8

88.8

79.8

78.7

72.5

69.2 10.6

知っている 知らない

6.1

3.9

2.8

1.6

0.6

4.8

無回答

合計

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上

ｎ=1844 
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 問21 あなたは、日常生活で歩くことを心がけていますか。単位：％  

●朝食の摂取状況 

朝食を毎日食べている人が約８割 

朝食を毎日食べる人は 81.3％と約８割います。年代が下がるほど毎日食べる人が減っており、

20 歳代では 62.3％と約６割しかいません。 

   問17 あなたは、毎日朝食を食べていますか。                 単位：％  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●歩くことについて 

歩くことを心がけている人が約６割 

歩くことを心がけている人の割合は 

62.0％で、年代が上がるほど割合も高 

くなります。最も少ない 30 歳代と、最も 

多い 70 歳代以上は約 30 ポイントの差 

があります。 

 

 

●喫煙状況 

たばこを吸わない人が73.9％    問23 あなたは、たばこを吸いますか。        単位：％ 

たばこを吸う人が 23.5％、吸わない 

人が 62.1％、以前吸っていた人が 11.  

8％となっています。男性の方が吸う人 

が多く、また年代が上がるほど、たばこ 

を吸う人が少なくなっています。 

 

 

 

 

81.3

62.3

72.2

75.8

82.3

90.3

91.6

10.1

6.4

4.0

4.5

12.6

7.3

6.0

3.9

7.6

13.8

12.5

12.5

8.0

毎日食べる 週に４～５日食べる

2.8

1.6

0.4

3.5

週に２～３日食べる

1.6

0.7

ほとんど食べない

2.9

1.1

無回答

1.3

3.1

1.6

3.6

6.2

3.0

1.6

全体

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上

ｎ=1844 

ｎ=1844 

62.0

51.6

47.3

56.9

62.2

69.6

74.7

33.8

47.8

50.5

40.3

33.7

25.2

16.5 8.8

はい いいえ

5.2

4.1

2.8

2.2

0.6

4.2

無回答

合計

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上

23.5

11.5

39.5

27.0

30.0

27.8

24.7

19.6

15.0

62.1

81.3

37.2

67.3

57.5

61.3

63.2

61.5

64.1

11.8

6.0

19.5

5.7

10.9

9.7

9.3

15.3

16.5

はい いいえ 以前吸っていた

4.4

3.6

2.8

1.2

1.6

0.0

3.8

1.2

2.5

無回答

合計

女性

男性

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上

ｎ=1844 
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 問26 あなたは、現在の心の健康状態についてどのように感じていますか。

単位：％

●歯の健康状態 

虫歯のある人が 35.8％     問24 あなたは、現在、虫歯がありますか。       単位：％ 

虫歯のある人が 35.8％、虫歯の 

ない人が 59.8％います。男性の方 

がやや虫歯のある人が多くなって 

いますが、年齢による差はあまりあ 

りません。 

   

 

 

 

●心の健康状態 

心の健康状態が良い人が約４割 

心の健康状態が良いと感じてい 

る人は 40.6％、悪いと感じている人 

は 11.3％です。 

心の健康状態の悪いと感じている 

人は男性でやや多くなっています。 

また最も多い 20 歳代は、最も少ない 

60 歳代の約２倍になっています。 

 

 

 

 

●相談相手の有無 

相談相手がいない人が約２割    問 27 あなたは、悩みごとを相談できる人がいますか。 単位：％ 

相談相手がいる人が 75.0％、い 

ない人が 20.8％で、約２割に相談 

相手がいません。 

 相談相手がいる人は女性に多く、 

男性と 20 ポイント以上差がありま 

す。 また、年代が上がるほど相談 

相手がいる人が減り、最も多い 20  

歳代と、最も少ない 70 歳代以上で 

は、約 18 ポイントの差があります。 

35.8

31.8

40.9

35.2

37.4

36.3

37.8

38.7

25.6

59.8

65.3

54.0

62.9

61.0

62.5

58.9

56.1

62.6 11.7

はい いいえ

5.2

3.3

1.2

1.6

1.9

5.0

2.9

4.4

無回答

合計

女性

男性

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上

ｎ=1844 

40.6

42.0

38.9

37.1

38.0

38.3

39.6

46.4

38.5

11.3

9.5

13.6

16.4

11.5

10.5

13.1

8.3

11.7

44.8

46.6

43.0

45.9

48.6

49.6

43.4

41.7

43.6 6.2

良い 悪い どちらとも言えない 無回答

3.3

1.9

4.4

0.6

1.9

1.6

3.9

3.6

合計

女性

男性

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上

ｎ=1844 

75.0

84.8

62.8

85.5

82.1

78.2

71.7

72.1

67.4

20.8

12.9

31.3

14.5

16.0

19.8

24.2

22.1

24.2 8.4

はい いいえ 無回答

4.2

2.4

6.0

0.0

1.9

2.0

4.1

5.9

合計

女性

男性

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳代以上

ｎ=1844 
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●アルコールの摂取状況 

お酒を飲む人が約半数       問28 あなたは、アルコール飲料を飲みますか。 

お酒を飲む人は全体の 52.4％で、 

約半数が飲酒をしています。 

 

 

 

 

 

●アルコールの摂取頻度 

ほぼ毎日飲む人が 34.3％      問28-1 アルコール飲料はどのくらい飲みますか。 単位：％ 

飲酒の頻度は週に１～３日飲む人 

が 43.8％、週に４～５日飲む人が 14.4 

％、ほぼ毎日（週に６～７日）飲む人が 

34.3％います。 男性の方が飲酒頻度が 

高く、年代が上がるほど飲酒頻度が高く 

なります。 

 

◇地球温暖化対策について◇                   

●地球温暖化防止のために心がけていること 

「消灯」が 83.6％、「リサイクル」が 77.8％ 

「消灯」が 83.6％で最も多く、次いで「リサイクル」が 77.8％となっています。 

    問31 あなたが、地球温暖化防止のために心がけていることは何ですか。 単位：％（上位７まで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

43.8

61.4

29.6

71.4

55.0

45.5

40.4

29.7

28.9

11.2

16.9

16.2

17.2

10.0

34.3

20.8

45.5

6.7

29.1

43.5

42.2

7.4

8.0

9.6

18.9

週に１～３日 週に４～５日

13.8

12.8

13.6

14.4

週に６～７日

34.0

39.9

6.5

2.1

5.7

無回答

7.7

6.1

合計

女性

男性

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上

ｎ=967 

83.6

77.8

62.0

57.6

54.8

54.4

47.9

人のいない部屋は消灯する

ごみは分別し、資源をリサイクルする

近くに行くときは徒歩や自転車を利用する

詰め替えが可能な製品を買うようにする

電気製品の買い替え時には省エネ型を購入する

冷(暖)房の温度設定を少し高め（低め）にする

庭、ベランダ、屋上などに花や緑を植栽し育てる

ｎ=1844 

無回答

2.7%
以前

飲んで

いた

4.8%

いいえ

40.1%

はい

52.4%

ｎ=1844
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無回答

4.5%

いいえ

67.4%

はい

28.1%

ｎ=1844

無回答

4.3%

これから

活動した

い

9.2%

していな

い

57.4%

過去にし

たことが

ある

13.7%

現在して

いる

15.5%

ｎ=1844

◇住宅用火災警報器について◇                  

●住宅用火災警報器の設置状況 

設置している人が 28.1％     問33 あなたの住宅は、住宅用火災警報器を設置していますか。 

住宅用火災警報器を設置している 

人が 28.1％、していない人が 67.4％ 

となっています。 

    

 

 

 

◇生涯学習について◇                      

●生涯学習の活動状況 

生涯学習活動経験者は約３割    問34 あなたは、生涯学習活動をしていますか。  

現在している人は 15.5％、過去にし 

たことがある人が 13.7％で、約３割に生 

涯学習活動の経験がありますが、してい 

ない人は 57.4％と６割近くなっています。 

 

 

 

 

●今後開催を望む講座・教室について 

健康・スポーツが約４割     問37 今後、どのような講座・教室の開催を望みますか。単位：％ 

健康・スポーツが 40.2％で最も多く、 

次いで趣味的なものが 33.0％、パソコ 

ン・インターネットが 24.6％で以下に続 

いています。 

  

 

 

40.2

33.0

24.6

20.7

18.5

15.4

11.6

3.2

28.4

健康・スポーツ

趣味的なもの

パソコン・インターネット

家庭生活に役立つ技能

語学

教養的なもの

社会問題

その他

無回答

 ｎ=1844
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◇スポーツの実施について◇                   

●スポーツの実施状況 

週１回以上行う人が 36.3％ 

毎日行う人が12.5％、週１回程度が23.8％で、週１回以上行う人が36.3％います。また、まった

く行っていない人が 42.1％、年に数回程度が 9.5％で、半数以上が運動をしていません。 

   問39 あなたは、現在どのくらい運動・スポーツを行っていますか。       単位：％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇市の施策について◇ 

●市の施策の評価 

「駅周辺の整備」「ごみ・し尿の処理対策」が３割台 

「よくなってきたと感じるもの」としては、「駅周辺の整備」が 36.5％で去年と同じく最も割合が高く、

また、「ごみ・し尿の処理対策」が 31.8％と２倍以上増えており、高い評価を受けています。出羽地

区、蒲生地区、大相模地区では「バス路線等公共交通網の充実」が「駅周辺の整備」を上回って

います。 

問40 ここ数年のうちで｢よくなってきたと感じるもの｣をお選びください。        

●市の施策の評価（居住地区別）                                      単位：％（上位３まで）  

 １位 ２位 ３位 

駅周辺の整備 ごみ・し尿の処理対策 バス路線等公共交通網の充実 合計 

（ｎ=1844） 36.5 31.8 27.4 

・ごみ・し尿の処理対策 ・バス路線等公共交通網の充実 ・駅周辺の整備 
桜井地区 

36.3 33.7 32.1

・駅周辺の整備 ・バス路線等公共交通網の充実 ・ごみ・し尿の処理対策 
新方地区 

36.4 26.3 26.3

・駅周辺の整備 ・ごみ・し尿の処理対策 ・バス路線等公共交通網の充実 
増林地区 

40.6 39.6 38.7

・ごみ・し尿の処理対策 ・駅周辺の整備 ・下水道の整備 
大袋地区 

32.0 31.6 20.7

12.5

23.8

6.9

9.5

42.1

5.1

毎日

週１回程度

月１回程度

年に数回程度

まったく行っていない

無回答

ｎ=1844単位：％
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・駅周辺の整備 ・ごみ・し尿の処理対策 ・生涯学習の充実 
荻島地区 

31.9 19.4 15.3

・バス路線等公共交通網の充実 ・駅周辺の整備 ・ごみ・し尿の処理対策 
出羽地区 

40.4 39.0 32.9

・バス路線等公共交通網の充実 ・ごみ・し尿の処理対策 ・駅周辺の整備 
蒲生地区 

34.2 34.2 30.0

・駅周辺の整備 ・バス路線等公共交通網の充実 ・ごみ・し尿の処理対策 
川柳地区 

40.0 33.3 13.3

・バス路線等公共交通網の充実 ・駅周辺の整備 ・ごみ・し尿の処理対策 
大相模地区 

31.3 28.9 28.9

・駅周辺の整備 ・ごみ・し尿の処理対策 ・バス路線等公共交通網の充実 
大沢地区 

51.0 36.9 32.5

・駅周辺の整備 ・ごみ・し尿の処理対策 ・防犯対策 
北越谷地区 

45.6 30.4 19.0

・駅周辺の整備 ・ごみ・し尿の処理対策 ・バス路線等公共交通網の充実 
越ヶ谷地区 

35.6 30.1 25.6

・駅周辺の整備 ・バス路線等公共交通網の充実 ・ごみ・し尿の処理対策 
南越谷地区 

43.4 33.1 30.3

●市の施策への要望 

「防犯対策」が約４割 

「特に力を入れるべきだと思われるもの」としては、「防犯対策」が 40.6％で、昨年に続き最も高

い割合を示し、ほぼ全地区で１位となっています。「高齢者福祉の充実」「青少年の健全育成」がこ

れに続き、安心して暮らせるまちづくりへの希望がうかがえます。新方地区のみ「防犯対策」は３

位以下で「災害対策」が第１位にあげられています。また、荻島地区、出羽地区、大相模地区、北

越谷地区でも「災害対策」の順位が高くなっています。 

問40 今後の市政の中で｢特に力を入れるべきだと思われるもの｣をお選びください。    

●市の施策への要望（居住地区別）                                     単位：％（上位３まで）  

 １位 ２位 ３位 

防犯対策 高齢者福祉の充実 青少年の健全育成 合計 

（ｎ=1844） 40.6 29.4 25.0 

・防犯対策 ・高齢者福祉の充実 ・青少年の健全育成 
桜井地区 

41.1 40.0 25.8

・水害や地震などの災害対策 ・高齢者福祉の充実 ・バス路線等公共交通網の充実 
新方地区 

35.4 31.3 25.3
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・防犯対策 ・青少年の健全育成 ・高齢者福祉の充実 
増林地区 

41.5 34.0 28.3

・防犯対策 ・高齢者福祉の充実 ・青少年の健全育成 
大袋地区 

38.3 30.9 28.5

・防犯対策 ・高齢者福祉の充実 

・介護保険の充実 

・自然保護や河川の汚濁防止など

の環境保全対策 

・水害や地震などの災害対策 

荻島地区 

41.7 23.6 各 22.2

・防犯対策 ・高齢者福祉の充実 ・水害や地震などの災害対策 
出羽地区 

44.5 34.9 29.5

・防犯対策 ・高齢者福祉の充実 ・地域医療や救急医療体制の整備
蒲生地区 

40.1 27.8 27.0

・防犯対策 ・小中学校の教育環境の充実 ・青少年の健全育成 
川柳地区 

40.0 30.0 26.7

・防犯対策 ・高齢者福祉の充実 ・水害や地震などの災害対策 
大相模地区 

37.3 26.5 24.1

・防犯対策 ・青少年の健全育成 ・高齢者福祉の充実 
大沢地区 

44.6 28.7 26.1

・防犯対策 ・水害や地震などの災害対策 ・青少年の健全育成 
北越谷地区 

45.6 31.6 29.1

・防犯対策 ・高齢者福祉の充実 ・青少年の健全育成 
越ヶ谷地区 

37.0 27.9 25.1

・防犯対策 ・青少年の健全育成 ・地域医療や救急医療体制の整備
南越谷地区 

49.7 26.9 25.5
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